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「
ひ
と
　
み
ず
　
み
ど
り
　
歴

史
と
文
化
が
織
り
な
す
交
流
の
ま

ち
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、

平
成
十
六
年
四
月
一
日
に
誕
生
す

る
「
京
丹
後
市
」
の
市
章
が
、
一

月
二
十
八
日
の
第
十
六
回
合
併
協

議
会
で
委
員
の
投
票
に
よ
り
決
定

し
ま
し
た
。

協
議
会
で
は
、
そ
の
他
、
京
丹

後
市
長
が
選
挙
で
選
ば
れ
る
ま
で

の
市
長
職
務
執
行
者
の
報
告
や
、

三
月
三
十
一
日
で
合
併
協
議
会
を

解
散
す
る
こ
と
な
ど
が
確
認
さ
れ

ま
し
た
。

昨
年
の
十
月
か
ら
十
一
月
に
か

け
て
募
集
し
て
い
た
京
丹
後
市
の

市
章
に
は
、
一
五
九
四
点
も
の
応

募
が
あ
り
そ
の
範
囲
は
全
国
に
及

ぶ
も
の
で
し
た
。

合
併
協
議
会
で
は
、
京
都
工
芸

繊
維
大
学
の
木
村
学
長
、
京
都
市

美
術
館
の
上
平
館
長
ら
専
門
家
を

委
員
に
加
え
、
合
併
協
議
会
委
員

ら
で
構
成
す
る
「
京
丹
後
市
市
章

選
定
委
員
会
」
を
設
置
し
て
そ
の

選
考
を
進
め
て
い
ま
し
た
。

選
定
委
員
会
で
は
二
回
の
委
員

会
を
開
催
し
、
応
募
作
品
の
中
か

ら
五
点
を
選
定
し
協
議
会
に
提
案

し
ま
し
た
。
協
議
会
で
は
、
ま
ず

五
点
の
中
か
ら
委
員
の
投
票
に
よ

り
二
点
に
絞
り
込
み
、
再
度
投
票

を
重
ね
最
優
秀
賞
の
一
点
を
決
定

し
ま
し
た
。

ま
た
、
六
町
が
合
併
し
た
場
合
、

町
長
は
合
併
の
日
の
前
日
を
も
っ

て
失
職
す
る
こ
と
に
な
る
た
め
、

新
市
の
市
長
職
務
執
行
者
を
地
方

自
治
法
施
行
令
に
よ
り
、
新
市
長

が
選
挙
さ
れ
る
ま
で
の
間
、
合
併

関
係
町
の
長
で
あ
っ
た
者
の
中
か

ら
、
協
議
に
よ
り
定
め
る
こ
と
に

な
っ
て
お
り
、
峰
山
町
の
増
田
桂

一
町
長
が
選
任
さ
れ
た
こ
と
の
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。

平
成
十
四
年
四
月
一
日
に
発
足

し
た
峰
山
町
・
大
宮
町
・
網
野

町
・
丹
後
町
・
弥
栄
町
・
久
美
浜

町
合
併
協
議
会
で
す
が
、
三
月
三

十
一
日
を
も
っ
て
解
散
す
る
こ
と

と
、
予
算
残
額
に
つ
い
て
は
新
市

に
引
き
継
ぐ
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま

し
た
。

協
議
会
と
し
て
は
今
回
が
最
後

の
会
議
と
い
う
こ
と
で
、

岡
会

長
か
ら
「
委
員
の
皆
さ
ん
に
は
、

大
変
お
忙
し
い
中
、
積
極
的
に
会

議
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
建
設
的

な
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
京

丹
後
市
の
誕
生
は
、
六
町
に
と
っ

て
大
き
な
挑
戦
で
あ
り
、
新
た
な

一
歩
を
踏
み
出
し
、
地
域
に
存
在

す
る
資
源
を
最
大
限
に
活
か
し
な

が
ら
、
限
ら
れ
た
財
源
の
も
と
で

効
率
的
な
行
政
運
営
を
行
う
こ
と

で
地
域
の
振
興
を
図
り
た
い
」
と

委
員
に
対
す
る
お
礼
と
、
新
市
発

足
へ
の
決
意
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
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■
京
丹
後
市
長
職
務
執
行
者
に
つ

い
て

町
長
会
で
増
田
桂
一
峰
山
町
長

が
選
ば
れ
た
こ
と
を
報
告
　

市
長
職
務
執
行
者
と
は

合
併
日
か
ら
新
市
長
が
選
出
さ

れ
る
ま
で
の
間
、
市
役
所
の
運

営
や
各
種
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
な

ど
必
要
最
小
限
度
の
職
務
を
市

長
の
代
わ
り
に
行
い
ま
す

■
京
丹
後
市
「
市
章
」
の
選
定
に

つ
い
て

東
京
都
世
田
谷
区
の
安
田
照
夫

さ
ん
の
作
品
を
最
優
秀
賞
に
選

定
・
・
・
・
・
・
・
・
・
確
認

■
峰
山
町
･
大
宮
町
･
網
野
町
･

丹
後
町
･
弥
栄
町
･
久
美
浜
町

合
併
協
議
会
の
解
散
に
つ
い
て

三
月
三
十
一
日
を
も
っ
て
合
併

協
議
会
を
解
散
し
、
予
算
残
額

等
に
つ
い
て
は
新
市
に
引
き
継

ぐ
・
・
・
・
・
・
・
・
・
確
認
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平
成
十
四
年
四
月
十
七
日

・
第
一
回
合
併
協
議
会
開
催

合
併
協
議
会
規
約
・
予
算
を

承
認
、
合
併
協
定
項
目
（
案
）

の
確
認

平
成
十
四
年
六
月
二
十
六
日

・
第
二
回
合
併
協
議
会
開
催

新
市
建
設
計
画
策
定
の
方
針

を
確
認

平
成
十
四
年
七
月
二
十
四
日

・
第
三
回
合
併
協
議
会
開
催

「
合
併
の
方
式
」「
合
併
の
期

日
」
が
提
案
さ
れ
継
続
協
議

平
成
十
四
年
九
月
二
十
五
日

・
第
四
回
合
併
協
議
会
開
催

「
新
市
事
務
所
の
位
置
」
が

提
案
さ
れ
継
続
協
議

「
新
市
の
名
称
」
の
選
定
方

法
確
認

「
議
会
議
員
の
定
数
及
び
任

期
」「
選
挙
事
務
（
選
挙
区
）」

に
つ
い
て
確
認

「
新
市
建
設
計
画
（
中
間
案
）」

に
つ
い
て
確
認

平
成
十
四
年
十
月
二
十
三
日

・
第
五
回
合
併
協
議
会
開
催

本
庁
と
支
所
の
分
散
方
式
を

示
す平

成
十
四
年
十
一
月
二
十
二
日

・
第
六
回
合
併
協
議
会
開
催

「
合
併
の
方
式
」「
合
併
の
期

日
」「
新
市
事
務
所
の
位
置
」
に

つ
い
て
確
認

平
成
十
四
年
十
二
月
二
十
四
日

・
第
七
回
合
併
協
議
会
開
催

「
新
市
の
名
称
（
京
丹
後
市
）」

に
つ
い
て
確
認

平
成
十
五
年
二
月
二
十
七
日

・
第
八
回
合
併
協
議
会
開
催

「
京
丹
後
市
」
の
名
付
け
親

賞
の
表
彰

平
成
十
五
年
三
月
二
十
六
日

・
第
九
回
合
併
協
議
会
開
催

「
情
報
公
開
」「
防
災
関
係
」

「
選
挙
事
務
（
そ
の
２
）」「
地
方

税
（
そ
の
１
）」「
納
税
関
係
」

「
人
権
啓
発
」「
環
境
事
務
」「
学

校
教
育
」「
学
校
給
食
」「
農
林

水
産
業
」「
商
工
観
光
事
業
」
に

つ
い
て
確
認

平
成
十
五
年
四
月
十
八
日

・
第
十
回
合
併
協
議
会
開
催

「
町
の
慣
行
」「
男
女
共
同
参

画
」「
広
聴
広
報
」「
姉
妹
都
市

等
」「
電
算
シ
ス
テ
ム
」「
定
住

促
進
事
業
」「
表
彰
」「
指
定
統

計
事
務
」「
介
護
保
険
」「
社
会

教
育
」「
戸
籍
、
住
民
登
録
事
務
」

「
公
共
的
団
体
」
に
つ
い
て
確
認

道
等
（
再
確
認
）」「
一
般
職
の

職
員
の
身
分
」「
特
別
職
等
の
身

分
」「
事
務
機
構
及
び
組
織
」
に

つ
い
て
確
認

平
成
十
五
年
七
月
三
十
一
日

・
第
十
四
回
合
併
協
議
会
開
催

「
新
市
建
設
計
画
」
に
つ
い

て
確
認

平
成
十
五
年
八
月
十
一
日

・
合
併
協
定
調
印
式
開
催

「
合
併
協
定
書
」
に
六
町
長

が
署
名
押
印
し
、
委
員
が
立
会

人
と
し
て
署
名

平
成
十
五
年
十
一
月
十
二
日

・
第
十
五
回
合
併
協
議
会

「
新
市
の
市
章
」
の
選
定
方

法
を
確
認

平
成
十
六
年
一
月
二
十
八
日

・
第
十
六
回
合
併
協
議
会
開
催

「
京
丹
後
市
の
市
章
」
を
決

定
三
月
三
十
一
日
を
も
っ
て
峰

山
町
・
大
宮
町
・
網
野
町
・
丹

後
町
・
弥
栄
町
・
久
美
浜
町
合

併
協
議
会
が
解
散
す
る
こ
と
を

確
認

平
成
十
五
年
五
月
二
十
八
日

・
第
十
一
回
合
併
協
議
会
開
催

「
財
産
及
び
債
務
」「
自
治

会
､
行
政
連
絡
機
構
」「
交
通
安

全
」
「
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
」
「
開

発
･
景
観
保
全
」「
町
営
バ
ス
事

業
」「
地
域
活
性
化
助
成
」「
指

定
金
融
機
関
」
「
財
政
事
務
」

「
国
民
健
康
保
険
」「
保
健
衛
生
」

「
各
種
社
会
福
祉
事
業
等
」「
病

院
、
診
療
所
」「
建
設
関
係
事
業
」

「
公
営
住
宅
」
に
つ
い
て
確
認

平
成
十
五
年
六
月
二
十
五
日

・
第
十
二
回
合
併
協
議
会
開
催

「
地
方
税
（
そ
の
２
）」「
条

例
、
規
則
」「
一
部
事
務
組
合
等
」

「
使
用
料
、
手
数
料
」「
各
種
団

へ
の
補
助
金
、
交
付
金
等
」「
都

市
計
画
」「
上
水
道
等
」「
下
水

道
等
」
に
つ
い
て
確
認

平
成
十
五
年
七
月
二
十
三
日

・
第
十
三
回
合
併
協
議
会
開
催

「
合
併
の
期
日
（
再
確
認
）」

「
使
用
料
及
び
手
数
料
（
再
確

認
）
」
「
消
防
団
（
再
確
認
）
」

「
国
民
健
康
保
険
（
再
確
認
）」

「
建
設
関
係
事
業
（
再
確
認
）」

「
上
水
道
等
（
再
確
認
）」「
下
水

第1回合併協議会
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ノ
コ
ち
ゃ
ん

四
月
一
日
が
だ
ん
だ
ん
近
づ
い
て

来
る
ね
。
わ
く
わ
く
し
ち
ゃ
う
わ
。

ス
ル
乃

私
は
、
新
市
に
期
待
す
る
こ
と
も

た
く
さ
ん
あ
る
け
ど
、
ち
ょ
っ
と
不

安
も
あ
る
か
な
。

ベ
ン
太

合
併
し
て
す
ぐ
実
感
は
わ
か
ん
だ

ろ
う
け
ど
、
と
り
あ
え
ず
四
月
一
日

以
降
に
何
が
変
わ
る
か
、
よ
う
考
え

と
か
な
あ
か
ん
ち
ゃ
。

ノ
コ
ち
ゃ
ん

ま
ず
、
絶
対
変
わ
る
の
が
住
所
で

し
ょ
う
。
書
く
時
に
間
違
え
な
い
よ

う
に
し
な
い
と
ね
。

カ
タ
ル

合
併
す
る
こ
と
で
、
皆
さ
ん
に
関

係
し
て
大
き
く
変
わ
る
と
こ
ろ
は
住

所
表
記
で
す
。
そ
れ
に
伴
い
住
所
の

変
更
手
続
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

場
合
、
京
丹
後
市
で
は
「
市
制
施
行

証
明
書
」（
無
料
）
を
発
行
し
て
対
応

し
て
い
き
ま
す
。

ユ
メ
夫

も
う
一
度
、
市
制
施
行
に
伴
う
手

続
き
に
つ
い
て
見
て
お
き
ま
し
ょ
う
。



件　　　  名 手続き方法など 関係機関 備　　　　　　　考 

戸籍・住民票の住所
変更 

　手続きは必要ありません。 

　6町の役場 
にお問い合わ
せください。 

軽二輪及び原動機付 
自転車(125cc以下)、
小型特殊自動車の住 
所変更、ナンバープ 
レート（標識） 

　手続きの必要はありません。廃
車するまで旧｢○○町｣のナン 
バープレートの使用が可能です。 
新規登録者および希望者には 
｢京丹後市｣のナンバープレートを
交付します。 

　旧町名のナンバープレート
から京丹後市のナンバープレー
トへの交換は無料で実施しま
す。 

印鑑登録証（カード）
の住所変更 
 

　手続きは必要ありません。 
 

　手続きは必要ありません。 
 
 

　そのまま旧カードは使用でき
ますが、希望者には新市のカード
と交換します。（無料） 

国民健康保険被保険
者証（保険証）の住所
変更 

　平成16年4月1日までに配付
します。 

国民健康保険標準負
担額減額認定証の住
所変更 

国民健康保険限度額
適用・標準負担額減
額認定証の住所変更 

国民健康保険高齢受
給者証の住所変更 

国民健康保険特定疾病
療養受療証の住所変更 

老人保健医療受給者
証の住所変更 

老人医療の限度額適
用・標準負担額減額
認定証の住所変更 

老人保健特定疾病療
養受療証の住所変更 

市制施行に伴う変更手続き 市制施行に伴う変更手続き 市制施行に伴う変更手続き 市制施行に伴う変更手続き 

 （代表的なものについて掲載していますが、市制施行後すぐに手続きの必要なものはほとんどありません。詳細なことはお問い合わせ下さい。） 

1．市役所が発行する各種証書  

※郵便局やNTT、関西電力への住所変更の届出は必要ありません。   

■主な手続き 

◇郵便番号は、今までどおりで変更はありません。    
◇電話番号は、今までどおりで変更はありません。（局番も変更なし）   

「小字○○」というのは
変わりません。今までど
おりです。 

住所は「○○郡」
という表記が
「京丹後市」に変
わり、「字」は付
けないことにな
るだっちゃ。 

京丹後市の住所表記は下記のとおりとなります。 

合　　併　　前 
京都府中郡峰山町字杉谷 京都府京丹後市峰山町杉谷 
京都府中郡大宮町字口大野 京都府京丹後市大宮町口大野 
京都府竹野郡網野町字網野 京都府京丹後市網野町網野 
京都府竹野郡丹後町間人 京都府京丹後市丹後町間人 
京都府竹野郡弥栄町字溝谷 京都府京丹後市弥栄町溝谷 
京都府熊野郡久美浜町字湊宮 京都府京丹後市久美浜町湊宮 

合　　併　　後 

※町ごとに例をあげて示しています 
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件　　　  名 手続き方法など 関係機関 備　　　　　　　考 

件　　　  名 手続き方法など 関係機関 備　　　　　　　考 

　6町の役場 
にお問い合わ
せください。 

介護保険被保険者証 
（保険証）の住所変更 

　手続きは必要ありません。 

　手続きは必要ありません。 

　手続きは必要ありません。 

　手続きは必要ありません。 

　新市移行後に再交付します。 
児童扶養手当の住所
変更 

図書館利用カードの
住所変更 

　当面、現在のカードを利用
します。 

一般廃棄物処理業許
可証の住所変更 

外国人登録証の住所
変更 

危険物取扱者免状、
消防設備士免状、防
火管理者証、その他
の各種免許・証票の
住所変更 

　当分の間変更の必要はありません。 

　希望される方には、窓口で証明書
に裏書で住所変更します。（無料） 

国民年金・厚生年金
保険、船員保険の手
帳または証書の住所
変更 

　手続きの必要はありません。 
京都府社会 
保険事務局 
舞鶴事務所 
0773－76－8822

会社・事務所の健康
保険の被保険者証の
住所変更 

　手続きの必要はありません。 
ただし、平成15年度は被保険者
証の更新の年度になっています
が、合併する町に住んでおられる
方は合併後の更新となります。 

京都府社会 
保険事務局 
舞鶴事務所 
0773－76－8822

共済組合、その他の
年金の手帳または証
書の住所変更 

　年金証書等発行先に確認して
ください。 各共済組合 

自動車運転免許証の
住所変更 

　すみやかに住所変更の届出が必要
ですが、次回更新時でも可能です。 

　すみやかに住所変更の届出が必要
ですが、次回更新時でも可能です。 

峰山・網野・
久美浜警察署 
 
京都府自動車運
転免許試験場 
075－631－5181

船舶免許証の住所変更 
近畿運輸局 
京都陸運支局
075－681－9761

　H15.6.1以前に更新したも
のについては次回更新時で可
能。ただし、H15.6.1以降に
ついては、住所が記載され
ているため、すみやかな変
更が望まれます。 
　手続きは無料。（市が発行
する市制施行証明書が必要） 

住所変更をされる方は、 
【住所変更必要書類】 
(1)自動車運転免許証 
(2)市制施行証明書 
【更新時必要書類】 
(1)通常の更新手続必要書類 
(2)市制施行証明書 
　詳しい手続方法は、あらか
じめお問い合わせください。 

市制施行に伴う変更手続き 市制施行に伴う変更手続き 市制施行に伴う変更手続き 

2．各種証書 

3．運転免許証・車検証・預金通帳・保険証書など 

7
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件　　　  名 手続き方法など 関係機関 

普通自動車 
自動二輪 
軽二輪自動車検査証 
の住所変更 

　すみやかに住所変更の届出が
必要ですが、車検時でも可能で
す。ただし、他に転居したり、
他人に譲渡した場合や廃車など
の事由が発生した時には手続き
が必要となります。 

近畿運輸局 
京都陸運支局
075－681－9761

　手続きが必要な場合、また変更
を希望される場合  
【住所変更必要書類】 
(1)車検証 
(2)市制施行証明書 
(3)所有者の委任状もしくは印鑑 
（合併での住所変更の場合は手数料は
無料。申請用紙代のみ必要）詳しい手
続き方法は、お問い合わせください。 

　手続きが必要な場合、また変更
を希望される場合  
【住所変更必要書類】 
(1)車検証 
(2)市制施行証明書 
(3)所有者印鑑 
（手数料は無料。申請用紙代40円
必要）詳しい手続き方法は、お問
い合わせください。 

軽自動車検査証の住
所変更 
 
 

　すみやかに住所変更の届出が
必要ですが、車検時でも可能で
す。ただし、他に転居したり、
他人に譲渡した場合や廃車など
の事由が発生した時には手続き
が必要となります。 

軽自動車検査 
協会京都事務所 
075－671－0928

預金通帳の住所変更 　手続きの必要はありません。 
　 

各金融機関 
 

　融資などについては、個別
にお問い合わせください。 

各種証券・保険証書
の住所変更 

　各種有価証券や生命・損害保
険、自動車損害賠償責任保険証
などの住所変更は、各会社にお
問い合わせください。 

各規約などに
定める窓口 

キャッシュカード、
クレジットカードな
どの住所変更 

　各社とも対応が異なりますの
で、詳細については各社窓口へ
お問い合わせください。 

各金融機関、
クレジット会
社等 

土地登記簿・建築物
登記簿の表題部の所
在欄訂正 

　法務局で書き替えますので、
手続きの必要はありません。 

京都地方法務局 
峰山支局 
 62－0365

 
 
 
 

土地登記簿、建物登
記簿等の不動産所有
者の住所変更 
 

　変更の登記をしなければ変わ
りませんが、いつまでに登記を
しなければならないというきま
りはありません。 
　ただし、新しい表記に変更を
希望される人は、登記の申請を
してください。 

【申請に必要な書類】 
(1)登記申請書 
(2)市制施行証明書 
(3)印鑑（認印でかまいません）
(4)委任状（代理の場合） 
※市制施行証明書を添付すれ 
　ば、登録免許税は無税とな 
　ります。 

土地登記簿、建物登
記簿等の抵当権者な
どの住所変更 

不動産の権利書の住所変更 　手続きは必要ありません 

会社などの商業登記
・法人登記の本店お
よび主たる事業所の
表示変更と代表者の
住所変更 

(1)本支店の所在地の表示変更 
手続きは必要はありません。 
(2)代表者の住所変更 
　変更登記があったものと見
なしますので、法務局におい
ては修正は行われません。 
　なお、変更が必要な方は、
会社代表者から変更登記を申
請してください。 

本・支店の所
在地を管轄す
る法務局  
 

4．土地・建物登記簿  
峰山支局からのお知らせ  
　京丹後市の誕生に伴い４月１日
付けで「京都地方法務局京丹後支
局」に名称が変わります。登記・
供託申請等申請時にはご注意くだ
さい。 
　なお、登記簿の不動産の所在及
び会社等の本店の所在等について
は、変更登記をされなくても、変
更の登記がされたものとして取扱
われます。 
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件　　　  名 手続き方法など 関係機関 備　　　　　　　考 

件　　　  名 手続き方法など 関係機関 備　　　　　　　考 

　許可証の書き替えを希望され
る人は、変更手続ができます。 
【必要書類】 
(1)当該許可証・認定証等 
(2)市制施行証明書 

旅券（パスポート）
の住所変更 

　手続きは必要ありません 
（ご自分で裏表紙の所持人記入
欄の現住所を訂正してくださ 
い。ただし、ほかの欄を訂正す
ると無効となりますので、ご注
意ください。本籍欄については
都道府県のみの記載なので、訂
正は不要です。） 

京都府 
旅券事務所 
075－352－6655

 
 
 
 

古物営業許可証、警備
業認定証、風俗営業許
可証の住所変更等 

美容師、理容師、ク
リーニング師、調理
師免許証の住所変更 

公衆浴場、クリーニ
ング業、旅館業、美
容所、理容所などの
許可証の所在地変更 

　手続きの必要はありません。 峰山・網野・久美浜警察署 
 銃砲刀剣類所持許可

証の住所変更等 
酒類販売業許可証の
住所変更 　手続きの必要はありません。 

峰山税務署 
　62－0460

たばこ小売販売業許
可証の住所変更 　手続きの必要はありません。 

食品衛生法に基づく
各種営業許可証の所
在地変更 

　読み替えますので、手続きは
必要ありません。 

㈱日本たばこ
産業京都支店
075-315-0031 
京都財務事務所
075-231-4132

京都府 
峰山保健所 
　62－0361

建設業許可証の住所
変更 

　読み替えますので、手続き
の必要はありません。 

京都府峰山 
土木事務所 
　62－4330

学校等への住所変更
手続き 

　公立の保育所（園）、幼稚園、
小学校、中学校、および養護学
校については住所変更の手続き
は必要ありません。 ただし、
私立の学校等については、各校
へお問い合わせください。 

各学校等 

5．各種許可証・免許証等 

6．その他 

一般的な事項について調べたものなので、ここに掲載されて
いないことについては、それぞれにお問い合わせください。 

京丹後市となる4月1日以降の手続きとな
ります。 
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